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第Ⅱ章 文庫のあゆみと原点（研究課題 1） 
第Ⅲ章 運動と活動の現在：文庫への質問紙調査より(1)（研究課題 2） 
第Ⅳ章 運営者の意識と文庫の継続：文庫への質問調査より(2)（研究課題 2,3） 
第Ⅴ章 現在の文庫にみる継続・継承のさまざまな形（研究課題 3） 
第Ⅵ章 文庫連絡会：文庫をつなぎ活動を広げる共同体（研究課題 4） 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1） 運営主体 子どもによい本を読ませたいと熱烈な目的意識に燃えている個人 子どもの読書に強い関心をもつ,地域の有志集団































































































































































た。また 19 世紀には多くの日曜学校に図書室が設置された 13)。アンドリュー・カーネギー
は，南北戦争中にペンシルバニア州でジェイムズ・アンダーソン大佐が働く少年たちのた
めに自宅を開放して自分の蔵書を提供した文庫的な施設を利用していた 14)。韓国では，厳
















































































1960 年代の各調査の掲載文庫数は最大で 160 だが，1970 年代になると，大きく数が増
加している。第 2 表中，文庫数が最大なのは 1980 年の調査⑨の 4,406 件であり 27)，これ
以降は減少に転じる。しかし回収 2,067 件から 1,888 件を有効とした 1993 年調査では，
文庫を網羅する調査の困難さを指摘したうえで，“所在調査で把握した 3800 文庫以上，少
なめにみても 4000 文庫前後の子ども文庫が全国各地で活動している” 7)と推測している。 
⑭，⑯～⑱は，読書推進協議会が文部科学省からの委嘱事業としての読書グループの実














の調査の文庫の数をみると，2008 年は 1,143，2013 年は 1,211 と，増加している 40),41)。 
 
 





のもとに 1981 年，1987 年，1993 年に実施し，報告書名に『子どもの豊かさを求めて』を
付した一連の調査は重要である。第一回の調査は，日本図書館協会の助成と図書館情報大
学（当時）竹内悊の研究費をもとに児童図書館研究会の調査 27)で報告された全国 4,406 文
No. 調査年 掲載書名・調査報告書名（引用文献番号） 調査主体
掲載文庫数
(採用数）*注1
① 1957 『日本の児童図書館1957：その貧しさの現状』25） 日本図書館協会(分科会） 48
② 1958 『年鑑こどもの図書館1958年版』28） 日本図書館協会(分科会） 59
③ 不明 『こども図書館の手引』17） 日本図書館協会(分科会） 85
④ 不明 『年鑑こどもの図書館1963年版』29） 児童図書館研究会 47
⑤ 1969 『年鑑こどもの図書館1969年版』30） 児童図書館研究会 160
⑥ 1970 『地域家庭文庫の現状と課題：文庫づくり運動調査委員会報告』31） 日本図書館協会(分科会） 265
⑦ 1974 『年報こどもの図書館1975年版』32） 児童図書館研究会 2,064
⑧ 1978 『親子読書・地域文庫全国連絡会実態調査』33） 親子読書地域文庫全国連絡会 213
⑨ 1980 『年報こどもの図書館1981年版』27） 児童図書館研究会 4,406
⑩ 1981 『子どもの豊かさを求めて：全国子ども文庫調査報告書』34） 日本図書館協会(委員会） 1,878
⑪ 1984 『親地連この十五年』35） 親子読書地域文庫全国連絡会 連絡会調査
⑫ 1987 『子どもの豊かさを求めて2：全国子ども文庫調査報告書』36） 日本図書館協会(委員会） 連絡会調査
⑬ 1993 『子どもの豊かさを求めて3：全国子ども文庫調査報告書3』7） 日本図書館協会(委員会） 1,888
⑭ 1998 『1998年度全国読書グループ総覧』37） 読書推進運動協議会 3,178
⑮ 2001 『子どもBUNKOプロジェクト報告書』38） 伊藤忠記念財団 934（発送数）*注2
⑯ 2003 『2003年度全国読書グループ総覧』39） 読書推進運動協議会 1,510
⑰ 2008 『2008年度全国読書グループ総覧』40） 読書推進運動協議会 1,143















を設問とした。基礎調査の 4,406 文庫と，その後明らかになった 151 文庫を加えた 4,557











由記述）の 4 項目を設問とした。事前調査により把握した 346 グル－プに 1987 年 4 月に
郵送で質問紙を送付し,  回答 176（回収率 50.9％）から有効回答として 121 グル－プを
集計対象とした。報告書は設問項目に沿った 4 項目で，巻末に連絡会の名簿がつけられた。 





の 4 点をあげた。12 年間の変化を理解しやすくするために，第一回の調査票を基本的に踏
襲する形とし，若干の修正，追加を行った。事前調査により把握した 3,872 文庫に 1993 年














































































































































































































































































告書．日本図書館協会，1995，118p.（第 2 表⑬） 
*児童図書館研究会の会員を主体とする「全国子ども文庫調査実行委員会」が 1993 年












16）Hotta, Miyoko．Children, Books, and Children’s BUNKO：A Study of an Art World 
in the Japanese Context．University of California at Berkeley．1995，Ph.D. thesis. 
17）日本図書館協会公共図書館部会児童図書館分科会編．こども図書館の手引．日本図書

















24）汐﨑順子．小河内芳子：児童サービスのパイオニア．Library and Information Science．
2008，no.60，p.29-60. 
25）日本図書館協会公共図書館部会児童図書館分科会編．日本の児童図書館 1957：その貧
しさの現状．日本図書館協会．1958，46,9 p.（第 2 表①） 
26）児童図書館研究会編．年報こどもの図書館．1975 年版，日本図書館協会．1976，158p.
（第 2 表⑦） 
27）児童図書館研究会編．年報こどもの図書館．1981 年版．日本図書館協会，1981，421p.
（第 2 表⑨） 
28）児童図書館研究会編．年鑑こどもの図書館．1958 年版，児童図書館研究会，1958，
118p.（第 2 表②） 
29）児童図書館研究会編．年鑑こどもの図書館．1963 年版，日本図書館協会，1964，139p.
（第 2 表④） 
30）児童図書館研究会編．年報こどもの図書館．1969 年版，児童図書館研究会，1970，
111p.（第 2 表⑤） 
31）日本図書館協会編．地域家庭文庫の現状と課題 ：文庫づくり運動調査委員会報告．日
本図書館協会，1972，69p.（第 2 表⑥） 
32）児童図書館研究会編．年報こどもの図書館．1975 年版，日本図書館協会，1976，158p.
（第 2 表⑦） 
33）親子読書地域文庫全国連絡会編．親子読書・地域文庫全国連絡会実態調査．親子読書
地域文庫全国連絡会，1979，92 p.（第 2 表⑧） 
34）全国子ども文庫調査実行委員会編．子どもの豊かさを求めて：全国子ども文庫調査報
告書．日本図書館協会，1984，59p.（第 2 表⑩） 
35）親地連十五周年記念実行委員会編．親地連この十五年．親子読書地域文庫全国連絡会，
1985，152 p.（第 2 表⑪） 
36）全国子ども文庫調査実行委員会編．子どもの豊かさを求めて 2：全国子ども文庫の連
絡会等調査報告書．日本図書館協会，1989，82p. 
*1987 年 4 月に実施した文庫の連絡会調査の報告書。巻末に回答のあった 121 のグ
ループの名簿（連絡先）が掲載（第 2 表⑫） 
37）読書推進運動協議会編．全国読書グループ総覧．1998 年版，読書推進運動協議会．




プ・研究会・連絡会など．読書推進運動協議会．2004，223p.（第 2 表⑯） 
40）読書推進運動協議会編．2008 年度全国読書グループ総覧：読書会・文庫・実演グルー
プ・研究会・連絡会など．読書推進運動協議会，2009，311p.（第 2 表⑰） 







（入手 2013.3.15）。なお，読書推進運動協議会の調査結果は 1971 年版より概ね 5 年
の間隔で出版されているが，文庫数が明示されているのは 1998 年版以降である。 
41）読書推進運動協議会編．2013 年度全国読書グループ総覧：読書会・文庫・実演グルー



































































心としたものだった。1951 年 8 月，東京都大田区で児童文学作家，翻訳家の村岡花子が自
宅に「道雄文庫ライブラリー」を開いた 4)。これは日本で最初の家庭文庫ともいわれてい












































































日本図書館協会は，1970 年 2 月に文庫づくり運動調査委員会を設けて文庫の実態調査


























































































1986 年 8 月，図書館関係者を対象とする IFLA 東京大会（International Federation of 
Library Associations and Institutions：国際図書館連盟の世界大会，毎年開催）と，児童
文学作家，絵本作家，児童図書館員など子どもの本と読書に関わる人びとを対象とする
IBBY 東京大会（International Board on Books for Young People：国際児童図書評議会の
世界大会，隔年開催）が開かれた。この二つの大会では，子どもを取り巻く状況が大きく
変わる中，子どもにとっての読書の重要性が強調された 2)。 























ども読書年」と定められ，同年 5 月 5 日に国立国会図書館国際子ども図書館が開館した。





































本節では 1955 年に自宅に土屋児童文庫を開いた土屋滋子を中心に論じる。土屋は 1956
年に第二の家庭文庫（入舟町土屋児童文庫）を開いた。この二つの家庭文庫は，のちに東
京子ども図書館の一部となる。東京子ども図書館については本論文の第Ⅶ章で改めて論じ












































































































































































































































1963 年に後述する家庭文庫研究会が事務局をつくり，相談役として迎えた 54)。 
入舟町土屋児童文庫の改革は，家庭文庫研究会の相談役としての間崎の最初の仕事に































































































































に述べた『家庭文庫研究会会報』（1958 年 1 月から発行を開始）である。家庭文庫研究会
































































































































1954 年から約 1 年間留学し，欧米の先進的な児童サービスを知り，公立図書館の重要性
を痛感して帰国した 13)。帰国後，石井は娘同様に可愛がっていた狩野（岸田）節子に，慶






































































慶應義塾大学では狩野と間崎の 1 期下の 8 期生で，1961 年に米国に留学した松岡享子





































































































































































































































































































道雄文庫ライブラリーの開設年について「1952 年」との記載があるが，文献 4 に“1951
年の 8 月半ばすぎた頃”，と明記されている。本論文では文献 5，その他複数の文献も





















































34）大阪児童文学館編．日本児童文学大事典．第 1 巻，大日本図書，1993，518p. 
によれば，土屋は 1907 年 2 月 14 日生まれ（東京府立第三高女卒業）。土屋児童文庫













































































いての記述がなかった。6 冊のうち『シナの五にんきょうだい』以外の 5 冊は現在も
福音館書店から出版されているが，当初表題紙や奥付にあった「家庭文庫研究会」、






























































































































送付数は個別発送 779 件，連絡会経由 375 件，合計 1,154 件であった。発送が一斉でな





















































































数 (%) 数 (%)
北海道・東北 51 (9.7). 206 (10.9).
関東 168 (31.8). 598 (31.7).
中部 75 (14.2). 292 (15.5).
近畿 117 (22.2). 398 (21.1).
中国 32 (6.1). 109 (5.8).
四国 21 (4.0). 46 (2.4).





年代 家庭文庫 地域文庫 合計
～1969 4 5 9
～1979 44 73 117
～1989 50 108 158
～1999 60 51 111
～2010 83 46 129
不明 1 3 4




























活動の場として活用されていた。設立年が 1960 年代の文庫は家庭文庫と地域文庫が各 4
件，合計 8 件だった。この 8 文庫は設立から概ね半世紀の間，活動を続けていることにな
る。なお 1950 年代設立の文庫数は 0 件だった。第 1 表からは，1970 年代，1980 年代に
設立した文庫も，それぞれ 100 件以上存在していることが分かる。家庭文庫，地域文庫と










































































蔵書 平均 分母 不明 実数
　　　　　（冊） 　　　（冊）
家庭文庫 713,213 3,034.9 235 7 242
地域文庫 681,349 2,424.7 281 5 286















































蔵書数 家庭文庫 地域文庫 合計
(冊） (文庫） (文庫） (文庫）
～499 8 23 31
～999 19 37 56
～1,999 40 74 114
～2,999 75 63 138
～3,999 43 33 76
～4,999 14 20 34
～5,999 12 12 24
～9,999 17 16 33
10,000～ 7 3 10
不明 7 5 12














































内容 家庭文庫 地域文庫 合計
文庫の運営に携わっている人の意見 119 209 328
仲間同志の情報交換・推薦 131 163 294
書評や新刊案内 127 116 243
子どもの要求 79 115 194
本のテ－マ・内容 96 84 180
ブックリスト 88 54 142
その他 32 27 59
















































家 地 家 地 家 地 家 地 家 地
0 8 105 85 61 148 111 205 215 81 63
0＜1割未満 2 15 22 30 14 10 3 1 31 18
1割以上2割未満 7 18 51 21 17 20 1 2 50 54
2割以上3割未満 11 18 20 19 9 10 0 1 17 21
3割以上4割未満 9 13 14 12 3 10 0 1 11 12
4割以上5割未満 5 4 4 11 1 9 0 0 3 8
5割以上6割未満 16 6 4 12 6 5 0 0 7 10
6割以上7割未満 11 4 1 5 2 9 0 0 4 6
7割以上8割未満 26 7 4 13 3 3 0 0 0 7
8割以上～9割未満 44 11 1 12 4 14 0 1 4 9
9割以上～10割未満 54 15 3 17 2 9 0 0 1 10
10割 16 5 0 8 0 11 0 0 0 3
























































































第 9 表では，各文庫の年間の運営経費について示す。これについては回答中の 38 件が
未記入だった（家庭文庫 19 件，地域文庫 19 件）。 
記入があった回答をみると 「年間 1 万円超～5 万円」の経費で運営している文庫の数が
184 件と最も多く（未回答分を含めた 528 件を母数とした場合 34.8％），家庭文庫（71 件），
地域文庫（113 件）ともに最多だった。また 528 文庫の 72％にあたる 380 文庫（家庭文庫
156 件，地域文庫 224 件）の年間経費は 10 万円以下だった。一方で「50 万円以上」と答
えた文庫も 10 件（家庭文庫 6 件，地域文庫 4 件）あった。 
 
 















運営経費 ～1万 ～5万 ～10万 ～15万 ～20万 ～30万 ～40万 ～50万 50万以上 未記入
家庭文庫 25 71 60 22 19 13 4 3 6 19
地域文庫 51 113 60 15 12 7 3 2 4 19





































入手先 自費 会費 バザー 助成金等 寄付金 その他 未記入
家庭文庫 201 36 25 61 27 24 10
地域文庫 57 56 51 176 38 60 8




































【第 12 表：現在の運営者（回答者）と文庫との推定される関係】 
 
 
文庫歴 家庭文庫 地域文庫 合計
(年） (人） (人） 　　(人）
～5 42 25 67
～10 38 44 82
～15 29 50 79
～20 28 40 68
～25 32 41 73
～30 30 46 76
～35 16 23 39
～40 19 11 30
～45 6 2 8
不明 2 4 6
合計 242 286 528
文庫歴と継続年 家庭文庫 地域文庫 合計(%) 考えられる現在の文庫と運営者（回答者）の関わり
文庫歴＞継続年 30 30 60（11.4） 　継続：現文庫の設立以前に文庫活動を開始
文庫歴＝継続年 181 105 286（54.2） 　継続：現文庫の設立から文庫活動を開始
文庫歴＜継続年 28 144 172（32.6） 　交代：現文庫の設立後に活動を開始
不明 3 7 10（1.9） 　（不明）












































人数 家庭文庫 地域文庫 合計
(人） (文庫） (文庫） (文庫）
1 80 16 96
2 27 19 46
3~5 48 77 125
6～10 55 86 141
11～15 11 46 57
16～20 5 18 23
21～30 2 9 11
31～ 1 9 10
不明 13 6 19





































く）」は 164 件，③「不定期」は 26 件，「不明」2 件だった。第 15 表では，①と②の内訳






10代 30 7 37
20代 45 2 47
30代 410 8 418
40代 995 15 1,010
50代 989 18 1,007
60代 822 33 855
70代～ 255 34 289






























庫の結果は類似していた。1993 年調査の同じ内容の設問でも，「週 1 日」が最も多く，「月






あり）”，“毎日 24 時間。田舎ですので 24 時間開いていても大丈夫”，“終了時間はなし”，









家庭文庫 地域文庫 合計 家庭文庫 地域文庫 合計
124 139 263 19 21 40
18 16 34 33 56 89
6 0 6 3 8 11
3 4 7 3 6 9
3 3 6 2 4 6
5 2 7 2 4 6
































回答の内容から明らかに累積の会員数を回答したと判断した 105 件（家庭文庫 42 件，地
域文庫 63 件）は，不明分として処理した。このため，第 17 表で会員数を示せるのは，家
庭文庫 200 件，地域文庫 223 件の合計 423 件である。 
この結果をみると，会員数が 101～200 人の地域文庫（34 件）は，家庭文庫（12 件）の
3 倍程度だが，双方とも会員数が 100 人までという文庫が大半を占めている（家庭文庫 180
件：不明分を含めた全体数の 74.4％，地域文庫 170 件：同じく 59.4％）。これを過去の各








1993 年調査と比較するために，会員の有無を年齢別にみたものを第 1 図に示す。ここ
では会員の年齢別内訳の記入のあった 360 文庫を集計した。たとえば，「会員の中に小学
校低学年（1・2 年）の子どもがいる」と回答した文庫は全体の 89.7％（323 件）だった（こ
こでは 1993 年調査の結果と比較するために，会員数ではなく，該当する年代の会員がい
月 火 水 木 金 土 日 合計（文庫）
１日 25 20 84 36 20 70 8 263
２日 4 9 12 9 9 20 5 68
３日 3 1 5 2 3 3 1 18
４日 4 4 6 5 5 2 2 28
５日 4 6 6 6 6 2 0 30
６日 7 7 7 7 7 7 0 42
７日 13 13 13 13 13 13 13 91
合計 60 60 133 78 63 117 29 540
会員数(人） ～10 ～20 ～50 ～100 ～200 ～300 ～500 501～ 不明 合計
家庭文庫 15 35 83 47 12 5 3 0 42 242
地域文庫 9 32 77 52 34 8 3 8 63 286



























【第 1 図：年齢別に見た文庫の会員の有無】 
 
会員になるための条件の有無を尋ねた設問では，「何らかの条件がある」という回答は全























貸出冊数と貸出期間についての設問への回答をみると，1 回あたりの貸出数は 5 冊まで
（135 件），無制限（120 件），3 冊まで（112 件），2 冊まで（53 件）の順だった。貸出期





冬休みの前は 10 冊以上”などからは，貸出について，文庫の柔軟な姿勢がうかがわれる。 
第 18 表では，設問「１日（回）あたり，どのくらいの子どもが利用しますか？」への回
答の結果を示した（家庭文庫 24 件，地域文庫 10 件，合計 34 件の未回答があった）。 
 
 











1 回あたりの利用者は，家庭文庫，地域文庫ともに「1～10 人」（家庭文庫 132 件，地域
文庫 162 件，合計 294 件），「11～20 人」（家庭文庫 65 件，地域文庫 77 件，合計 142 件）






でない文庫（89 件）を除外した 439 件（家庭文庫 197 件，地域文庫 242 件）での児童書
と一般書の貸出冊数を合計し，区切りの良い冊数で集計した。第 2 図でその結果を示す。
なお，最大貸出冊数は家庭文庫が 8,300 冊，地域文庫が 24,393 冊だった。 
利用者数(人） ～10 ～20 ～50 ～100 不明 合計
家庭文庫 132 65 21 0 24 242
地域文庫 162 77 34 3 10 286





















日常の活動として行う「お話会」については，429 件（家庭文庫 187 件：77.3％，地域

































次に，「（年中）行事・催しもの」の実施については，371 件（家庭文庫 152 件：62.8％，




















内容 家 地 合計
読み聞かせ 178 233 411
おはなし 140 135 275
手遊び 120 144 264
ブックト－ク 45 38 83
科学遊び 38 39 77
その他 70 101 172
内容 家 地 合計
クリスマス会 103 153 256
七夕会 36 72 108
人形劇 17 36 53
ひなまつり 17 26 43
遠足・野外活動 15 16 31
映画会 5 10 15





















ついても尋ねた。これについて「発行している」と回答したのは 209 文庫 （家庭文庫 86


















あり 86 123 209
なし 153 160 313
未記入 3 3 6







































































訳は「有：302 件（57.2%）」，「無：199 件（37.7％）」，「未記入：27 件（5.1％）」だっ
た。1993 年調査の同様の質問では「有」は 30.4％だった。この 1993 年の公立図書館の
数は 2,118 館，今回の調査の年（2010）は 3,188 館と，概ね 1.5 倍になっている。 
第 3 図では，利用している図書館の「施設」，「資料」，「職員」について満足度を尋ね
た結果を示す。（「①満足」から「⑤不満足」まで５段階を選択）。「①満足」と「②やや満
足」の比率は施設 57.1％，資料：54.5％，職員：59.7％と，概ね 5 割~6 割であった。 
  
場所 家 地 合計
小学校 122 101 223
幼稚園・保育園 86 58 144
図書館 66 41 107
児童館 39 19 58
中学校 25 10 35























答の内訳は，「有：328 件（62.1%）」，「無：180 件」，「未記入：20 件」だった。「有」の
回答については，具体的な内容を五つの選択肢から複数選択で尋ねた（第 23 表）。 
 
 
















































































*紙媒体では文庫の数は 1,142 だったが，後に 1,143 に修正された 
読書推進運動協議会．http://www.dokusyo.or.jp/gsouran/08sourantrue.pdf（入手
2013.3.15）。なお読書推進運動協議会の調査結果は 1971 年版より概ね 5 年の間隔で
出版されているが，文庫数が明示されているのは 1998 年版以降である（2018.12 現
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家庭文庫 地域文庫 合計 合計 家庭文庫 地域文庫 変化
(人） (人） (人） (人） (人） (人） (1-2）
133 158 291 子どもが好きだから 2 1 2 子どもが好きだから 305 129 176 0
174 197 371 子どもの本が好きだから 1 2 1 子どもの本が好きだから 361 167 194 0
114 116 230 お話や読み聞かせをするのが好きだから 3 3 4 お話や読み聞かせをするのが楽しいから 275 128 147 -1
120 109 229 自分の好きな本を子どもに手渡したかったから 4 4 5 自分の好きな本を子どもに手渡せるから 200 109 91 -1
63 105 168 自分の子の読書環境を充実させたかったから 6 5 12 自分の子の読書環境を充実させたいから 33 13 20 -6
44 36 80 自分を文庫で活かしたかったから 10 6 7 文庫はやりがいがあるから 125 56 69 3
34 30 64 過去の文庫利用経験が楽しかったから 11 7 8 文庫の楽しさを他の人に伝えたいから 124 45 79 3
14 68 82 子どもの学校や友人の関係から誘われたから 9 8 14 子どもの学校や友人の関係があるから 11 4 7 -5
1 17 18 町会など地域の関係から誘われたから 14 9 13 町会など地域の関係があるから 22 2 20 1
11 19 30 仲間や友人がほしかったから 13 10 6 仲間と一緒にいるのが楽しいから 146 48 98 7
80 83 163 地域活動の一環として 7 11 3 地域で文庫の活動が必要だと思うから 302 125 177 4
10 21 31 ボランティアの活動に参加したかったから 12 12 11 ボランティアの活動を続けたいから 62 30 32 1
4 10 14 図書館や行政から呼びかけがあったから 15 13 15 図書館や行政からの要望があるから 9 2 7 0
108 110 218 近くに図書館などの読書施設がなかったから 5 14 9 近くに図書館などの読書施設がないから 116 56 60 -4
85 71 156 その他 8 15 8 その他 100 62 38 0
















































































































































































































【第 3 表：不変の意識と変化の見られた意識】 
 
 








1 1 （動機・理由）子どもが好きだから 子どもが



















































































































































































の「労働者調査」によれば，平成 23 年の女性の雇用者数は 2,237 万人で前年に比べて 8 万





















































































































したように 1990 年以前に設立した文庫が 284 件（53.8％），つまり回答の半数以上の文庫








































































































8） 吉田右子．1960 年代から 1970 年代の子ども文庫運動の再検討．日本図書館情報学
会誌．2004，vol.50，no.3，p.103-111. 
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を，E 節と F 節では示したパターンでは説明しきれない文庫の活動事例を示す。B 節では，
宮城県仙台市のまつお文庫をとりあげる（家庭文庫）。まつお文庫は，文庫継続のパターン






































































1977 年 10 月 1 日，松尾は当時同居していた両親の家の 2 階に文庫を開いた。当初の蔵
書は 280 冊，開庫日時は水・土曜日の 13 時 30 分から 16 時 30 分だった。この 1977 年
10 月から 12 月末までの 3 ヵ月に 124 名の子どもが登録を行い，貸出冊数は 1,899 冊（１
か月平均 633 冊）だった（利用延べ人数は 893 名：1 か月平均 2,976 名）。12 月末には蔵
書は 423 冊と増加した 6)。 
松尾は 1979 年に，同じ敷地内に家を新築するが，建替期間中（3 ヵ月間）も近くの家を
借りて休まずに文庫を開いた。その後 1986 年 11 月には最初の住所地（両親の住宅跡）に
新築移転し，現在に至っている（第 7 図）。当初は茶の間 12 畳と廊下を利用していたが，
その後増築して 2000 年 9 月からは 18 畳に広げた茶の間と廊下を開放している。2003 年
5 月からは開庫の時間を 30 分ずつ繰り下げ，14 時～17 時に変更した。2005 年 5 月から
第 2 土曜日を休庫日とする。現在の文庫の開庫日は，当初と変わらず毎週水曜日，土曜日
の 2 回で，各自が 10 冊まで，2 週間借りることができる 7)。 
文庫を開いた回数は，2015 年 10 月 21 日に 3,000 回となった。2017 年 10 月には 40 周
年を迎えた。2016 年度末現在の蔵書は 8,399 冊，2016 年 4 月から 2017 年 3 月の利用状
況は，開催回数 67 回，貸出 1,714 冊，来庫者 1,434 人，登録人数 77 人（男 17，女 60：
うち大人 27）だった。利用する子どもの数は年を追うに従って減少傾向にある。2010 年
度から 2014 年度は少し増加傾向がみられたが，2015 年度から再度減少に転じた。2016 年
度は例年より開庫の回数が少なかったこともあるが，最も少ない。一方で大人の登録は，















少している。しかしまつお文庫では開設当初の 1977 年から年に 1 回継続して開催し，特
別な行事として定例化している。「クリスマス会」は毎年 12 月に，「特別おはなし会」は年












































を設立し，翌月 10 月 16 日に正式に発足した会である。「仙台手をつなぐ文庫の会」発足
の背景には，当時の仙台市内での文庫の急速な増加があった。松尾は 1960 年代後半には








サービスの担当者で，地域の母親たちに団体貸出制度を PR し，文庫づくりを奨励した。 
児童に対する図書館奉仕全国研究集会は日本図書館協会が主催し，定期的に全国各地で
開催している研修会（1959 年に開始された。当初は毎年開催され 1980 年以降は隔年開催

































2010 年 1 月に「仙台手をつなぐ文庫の会」が刊行した『文庫 ぶんこ BUNKO：文庫調
査報告』16)は，設立以来会員となった 100 以上の文庫のうち，94 文庫の調査結果を載せ
た。調査では 1970 年代に設立の文庫は 46，1980 年代に設立した文庫は 27 で，併せると
全体の約 80％(77.7％）を占める，と報告している。これが仙台の文庫の活動の最盛期であ
り，全国の文庫および文庫連絡会の動きと重なる。名簿によれば，2009 年度に会員として
活動している文庫は 12，読書会，読み聞かせの会は 2，活動を休止している文庫は 3 であ
る 16)。 
3.2 「仙台手をつなぐ文庫の会」とまつお文庫 
松尾は「仙台手をつなぐ文庫の会」発足 2 年後の 1977 年，まつお文庫開設と同時に会
員となり，翌 1978 年度から 1991 年度の 14 年間運営委員会に関わった。このうち 1980















『文庫 ぶんこ BUNKO 文庫調査報告』16)には，松尾の存在が明らかにみえる。なぜな














かけて 4 回の 35 周年記念行事を行った。この 35 周年行事を実施した理由として，松尾は
以下の様に述べている。 
 




































































が 1965 年 4 月に東京都練馬区に開き，1988 年 3 月まで活動した文庫である。ムーシカ文
庫は最初は幼稚園の一室を借りて地域文庫として 144 冊でスタートした。その後 2 回の移





（第 8 図）。 
ムーシカ文庫は会員制で．毎週 1 回，土曜日の午後に開いて本を貸出し，おはなし会な
どの活動を行っていた。文庫を利用した子どもの正確な数は明らかではないが，残された



























して「ミーシカ文庫」が福岡県久留米市に 1975 年に開かれていたことも分かった。 































































































庫を訪れてお話を語っていた 28),29)。その後，石川は陶芸家と結婚して 1990 年に栃木県の
益子町に移住した。幼い時の文庫の経験から，自宅の本棚を「ごたごた荘」と名づけて「自














のではないか，と述べている 31)。益子町には公立図書館が 2018 年現在もない。子どもが
本に出会うことができる場所は公民館図書室と学校図書館しかない。一方で，ムーシカ文
庫があった練馬区は益子町の約 1/2 強の大きさだが，13 の公立図書館がある。話があった
当時，石川は借家住まいをしていたが，文庫を引き受けようと決心し，大家の許可を得て
文庫専用の部屋を増築した。練馬のムーシカ文庫の本約 2,500 冊は，トラック 2 台で運ん








7 年後の 2004 年に，石川は同じ益子町に文庫専用の部屋がある家を建てて移転した。
そこで現在まで活動を継続している。文庫は設立から変わらず毎週土曜日の 13 時から 17
時まで開き，3 冊まで 2 週間の貸出を行っている。石川は 2016 年 3 月に伊藤忠記念財団
の「子どもの本購入費助成」（平成 27 年度）を受領し，古くなった文庫の本の買い替えを










































した多くの会社の社宅，分譲住宅，賃貸住宅をあわせた 4,160 戸，約 16,000 人の住民の生
活に必要な諸施設を備える約 70ha の総合的な住宅団地として計画された。1963 年から入
居が始まって汐見台町名となり，1967 年には団地完成披露式が開かれた 32) 。 
団地完成直前の 1966 年に県住宅福祉協会が団地内の中央幼稚園に児童図書室を開設し
た。横浜市立図書館は，1970 年 7 月から移動図書館「はまかぜ号」の活動を開始するが，
この時住民の要求により汐見台 1 丁目，2 丁目に停留所が設置された。地域の福祉や振興
を目的に，汐見台 1～3 丁目の自治会を統合して 1969 年 4 月に発足した汐見台自治会連
合会（以下「連合会」と略す）では，翌年度より文庫の設立が検討され，1971 年 9 月に文
庫に関心を持つ有志 19 人により設立準備委員会が発足した 33) 。 
1.2 文庫誕生と初期の活動（1971～1970 年代前半） 
1971 年 11 月 20 日に汐見台文庫が誕生し，汐見台会館の 2 階で貸出を開始した。文庫
の運営主体は連合会で，代表者は連合会会長だったが，実質的な運営の担い手は，設立準
備会委員を中心とした有志の主婦 20 人だった（当初の図書係責任者は鈴木陽子，副責任
者は唐井永津子）33)。文庫は，横浜市立図書館から借り受けた 1,000 冊（児童書 500 冊，
一般書 500 冊）で，毎週土曜日，午後 1 時半から 4 時半まで貸出を行った。汐見台住民を
対象として 1 人 2 冊まで 1 週間の貸出，各世帯単位の登録が文庫利用のきまりだった。文
庫開きの初日は，“貸出しが始まってからの 1 時間余りは，それこそラッシュアワーさなが
ら” 34)という盛況ぶりだった。翌 2 回目の貸出後は児童書が 6 冊しか残らず，急遽市立図
書館から 350 冊の追加貸出を受けた。開設後 4 回(年末まで)の貸出数は，児童書 700 冊，
一般書 286 冊，登録世帯数は 321 世帯と報告されている 34)。 
翌 1972 年 4 月には，福祉協会から汐見台会館の 2 階にある 10 ㎡の部屋が無料で貸与
された。7 月からは，月 1 回おはなし会が開催され，年末には住民の 1/3 が登録するなど
の実績が認められ，連合会の文化広報部図書係から，独立した図書部となった 35)。この
1972 年 10 月，横浜市の社会教育委員会は，答申「横浜市図書館行政の施策と展望」を発
表した。この答申の内容に沿った身近な図書館を望む声が高まり，翌 1973 年 1 月に署名
を集めて飛鳥田市長に陳情を行った。しかし答申は同年 11 月に発表された「横浜市総合














1.3 活動，環境の変化（1970 年代後半～1980 年代） 
汐見台文庫では当初より貸出以外にもさまざまな子ども向けの行事，読書会，講演会等
を企画，開催した。1976 年の移転にともない，当初は土曜日だけだった貸出日は水曜日と
土曜日の 2 日に，貸出時間は 2 時～4 時に変更された。この時期は横浜市立図書館から
3,000 冊の本を借り受けている。しかし 1970 年代末以降からは，貸出数が減少し始め，
1980 年代後半には顕著になった。この 1980 年代の後半，設立当初から文庫運営の中心的
な存在であった唐井と鈴木は変わらず運営に関わっていたが，創設時のメンバーの多くが
汐見台を離れるなど，徐々に運営者の世代交代が始まった 37)。しかし住民の入れ替わりが



















2009 年の訪問時，汐見台文庫は 18 人の運営者（委員）によって運営されていた。1976
年の移転以降，開室曜日と時間は水曜と土曜の 2 時から 4 時までと変わらず，各運営者が
ローテーションを組んで貸出を行っていた。おはなし会は実施していなかったが，年間行
事として七夕，自治会の夏祭りでの古本市の出店，クリスマス会を開催していた。蔵書数
は横浜市中央図書館から団体貸出で借り受けた 3,200 冊（児童書 1,800 冊,一般書 1,400









改装に伴い，隣接する元クリーニング店に移転し，11 月 6 日に活動を再開した。2014 年
の訪問時，運営者は 20 人，文庫の開庫日，貸出冊数や貸出期間などの利用規定などは変わ
らず，年間行事である七夕，自治会の夏祭りでの古本市，クリスマス会も開催していた 44)。
2014 年 1 月現在の蔵書は全体で約 2,500 冊（児童書 1,500 冊，一般書 1,000 冊），うち
2,000 冊が市立図書館の団体向け借用図書で，年 3 回 400 冊ずつ入れ替えするシステムも







る。翌 1964 年から配本が始まり，1966 年に普及係が発足した。井上武尚は，この動きの
背景には当時の図書館界の新思潮と，この年に始まった革新飛鳥田市政の影響があると述










































































1.1 はちのこ文庫（1977 年～） 
はちのこ文庫は，犬飼明子が 1977 年に岡山県吉備市の自宅に開いた家庭文庫である。




































曜日，10 時から 12 時）の開庫に加え，さまざまな機会をとらえて各種の勉強会を設けた。
プーさん文庫の運営者たちは，この文庫を拠点に出前文庫・出前講演など，積極的に地域
に出かけ，図書館がない吉備地区の読書活動を広げた。 
1.3 プーさん図書館（2006 年～） 
犬飼は 2005 年に大病を患い，自宅に集めた約 5,000 冊の本を活かす道を考えた。この
時，世話人の横田は，「子どもの権利擁護，図書館増設」を公約に市議会議員に当選してい
た（横田が市議会議員に当選したのは 1995 年。その後 2008 年には県議会議員に当選し
た）。犬飼から相談を受けた横田は，地域社会の子育て支援事業として「プーさん図書館設
立計画案」を作成し運営委員会を組織した。この計画には文庫の関係者の枠を超えた 40 人




2006 年 4 月に吉備小学校体育館 2 階の一角にプーさん図書館が開設され，犬飼は約
4,000 冊の蔵書をプーさん図書館に提供した 53), 54)。横田はプーさん図書館の運営のため
に，「プーさん図書館運営委員会」を組織し，中国学園大学・中国短期大学学長の松畑熙一






































プーさん文庫が選んだ 456 冊』56)（吉備人出版 1999），『あかちゃんの絵本箱：はじめて出
会う絵本ガイド』57)（吉備人出版，2001），『すてきな絵本タイム』58)（吉備人出版，2012），





























などを参考に，新しく 211 冊の本を買い揃え，自宅にあった本と併せた 515 冊を輪西町の





た。鉄ン子文庫の会員は，最初の 1 年間で延べ 140 家族，200 人になった。1 人 1 回 2 冊，






























所がなくなり，同年 7 月 15 日には退去，3 ヵ月足らずで近くのアパ－トの 2 階に移転す




ここで 10 月 21 日まで貸し出しを続けていたが，その後はみゆき町一丁目の中田さん
のお宅を使わせていただくことになった。しかし，1974 年 10 月，中田さんのご都合
で，輪西分室は残念ながら閉鎖となった。幸い，中島町の前田氏が，輪西分室の本を
そのまま引き継いで，中島分室を開いてくれた。白鳥台分室は，1972 年 1 月に開設し
たが，同年 8 月 25 日閉鎖となった。また同じ年 10 月松村宅に開設した港南分室は，











鉄ン子文庫の分室増加は 1980 年代まで続いた。1983 年から 1991 年は 10～11 分室と
推移し，1995 年まで 10 分室で活動するが，以降は減少傾向となった。鉄ン子文庫は 2018
年現在，3 分室で活動している。各分室は後述する「鉄ン子文庫のきまり」に則り，同じ
運営方法で活動している。貸出冊数と期間についても各分室の事情で個々に対応している






年 6 月から数回各分室の運営者が集まり，1972 年 10 月に「鉄ン子文庫のきまり」を作成
し，文庫運営の目的と理念，会員，組織，運営，総会開催などについて定めた。後述する

































れた。1988 年 11 月，輪西サービスセンター施設の老朽化に伴い，図書センターは室蘭市
立図書館 3 階の 1 室に移転した。翌 1989 年に木下揚三は伊藤忠記念財団から第 5 回「子
ども文庫功労賞」を受賞し，図書センター内に「中・高校生コーナー」を作った 62)。 
図書センターは 2005 年 3 月に知利別小学校１階の空き教室に移転した。多くの分室閉
鎖に伴い，図書センターの主たる機能は，各分室で使われない蔵書の共有の書庫となり，
文庫創設以来，鉄ン子文庫の運営のために選書された蔵書が置かれている（2011 年 5 月の








































する文化活動も積極的に行った。たとえば，1974 年から 1994 年まで毎年行われた「夏休
み読書会」は，夏休みに各分室の運営者，利用者の親子が参加する一泊二日の行事である
（1999 年に一度再開するが以降は開かれなかった）。最も参加者が多かったのは 1983 年























































































































































14）汐﨑順子．日本の公立図書館の発展期と児童サービス:1963 年から 1970 年を中心

















































































55）運営者の中心的な存在だった横田悦子は 2015.10.10 に急逝（享年 63 歳），犬飼明
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庫連絡会が発足した，と明確に認知されるのは 1960 年代末以降である。そして，1970 年























































































1. 文庫連絡会の誕生とその背景：1960 年代末～1970 年代初め 
第Ⅱ章で述べたように，文庫の活動が活発化するのは 1960 年代後半からである。この
時期，全国各地に多くの文庫が誕生し，活動が広がっていった。1970 年に日本図書館協会
が実施した文庫調査の報告書では，回答 265 文庫のうち，設立年が 1965 年から 1969 年

















































れの反映だった，と述べている 4)。練馬区は東京 23 区の中で最も遅くまで公立図書館が設




























































の向上のための学習計画をする”の二つの目標を掲げて，1969 年 6 月，江古田ひまわり文































えば，1973 年に京都家庭文庫地域文庫連絡会が（発足時 7 文庫），1976 年に大阪府子ども
文庫連絡会（発足時 133 文庫）が発足している。 
1970 年に発足した「親子読書・地域文庫全国連絡会」（以下「親地連」と略す）は，各
地の親子読書会，文庫，子どもと読書に関わる団体，個人を会員とする全国的な組織であ











の関日奈子（風の子文庫）が担当した。2 年後の 1972 年には世田谷区の広瀬恒子（喜多見










活動に取り組んでいたのも，文庫の最盛期である 1970 年代～1980 年代初めとみられる。
たとえば，1970 年代前半から半ばにかけて親地連の会員数も急増している（当初の加入数














刊行した。さらに 1970 年代以降の公共図書館の発展と新たな問題について 15 ページの解

































































動を行っている 18)  。 
この時期の文庫連絡会の数は不詳だが，1978 年末に親地連が実施した実態調査の報告




































































1985 年 10 月に大阪府子ども文庫連絡会（「大子連」）は，文庫の関係者には今，何が問
われているのか，文庫で何ができるのかを改めて考えようという趣旨のもとに文庫連絡会
交流会を開いた。大子連は，A 節で述べたように都道府県規模の広域的な文庫連絡会で，
会員は大阪府下の文庫，文庫連絡会である。交流会が開かれた 1985 年は，発足から 11 年



























庫の会の活動を具体的にみてみる。大津文庫連絡会は，大津市内で活動する 9 文庫が 1982
年に大津市立図書館（1981 年開館）から団体貸出を受けたことがきっかけとなって，1983

































1980 年から 1989 年まで会の代表委員を務めた松尾福子は，1980 年後半の活動につい
て，勉強会，講演会等の活動成果が会員だけでなく広く一般の人びとにも広がったこと，
図書館づくり運動については，1988 年 3 月に市の図書館構想が発表になるという大きな
進展があったことなどをあげ，充実した 5 年間だったと振り返っている 25)。仙台手をつな
ぐ文庫の会の会員文庫数は，1982～1984 年が最大（56 文庫）であり，以降減少に転じる
が，それは急激な変化ではなく，1989 年も 46 文庫が会員文庫として活動していた。 
【文庫連絡会と図書館との関係】 
1987 年に日本図書館協会は文庫連絡会を対象とした全国的な調査を実施し（A 節で述









































































































































































A，B 節で言及した 1987 年調査は，全国子ども文庫調査実行委員会が，日本図書館協
会の補助，支援のもとに実施し，報告書名に『子どもの豊かさを求めて』がつく 3 回の
文庫関係の調査の一つ（2 回目）であり，全国の文庫連絡会を対象に詳細な質問項目を立






た 346 グル－プに 1987 年 4 月に郵送で質問紙を送付し，回答 176（回収率 50.9％）から





































で，質問用紙（A4 版 8 ペ－ジ）を作成した（文庫連絡会等への質問紙調査・記入票は「付
録」として後につける）。 
2.3 発送，回収 
2010 年 3 月に 165 団体，その後新たに判明した 4 団体を追加し，合計 169 団体に質問
紙を郵送した。最終的な返送数は 107 件（63.3％），この他にメールなどでの連絡が 8 件，
未回答と送付先不明での返送は 54件だった。返送分から解散や活動を休止しているもの，













































数 (%) 数 (%)
北海道・東北 8 (9.1). 11 (9.1).
関東 32 (36.4). 45 (37.2).
中部 6 (6.8). 13 (10.7).
近畿 21 (23.9). 30 (24.8).
中国 6 (6.8). 8 (6.6).
四国 4 (4.5). 4 (3.3).





































回答で明らかになった文庫連絡会の会員文庫の総数は 738 件，うち家庭文庫は 265




各連絡会の会員文庫数は 10 文庫までが 67 件，11～20 文庫までが 13 件，それ以上は 6
件（最大は大子連の 53）だった（「不明」の回答は 2 件）。1987 年調査では，調査全体で











集計対象とした 88 連絡会の発足年は 1969 年（「ねりま地域文庫読書サークル連絡会」）
から 2008 年（「砺波市立図書館友の会」までと 40 年にわたっていた（ただしこの「砺波
市立図書館友の会」は，1975 年発足の「砺波市地域文庫連絡協議会」の後継団体であり，
全く新しい文庫連絡会とはいえない）。 
第 2 図では，文庫連絡会の発足数を 5 年の区切りで集計し，年代順に示した。1975 年
から 1984 年までの 10 年間に生まれた文庫連絡会が 48 件だった（全体の 54.5％）。これ























1987 年調査では，回答 121 件の文庫連絡会の発足年は 1969 年から 1986 年だった。今
回とは多少集計の方針が違うが，1987 年調査では，集計の結果から 1975 年以降は全国で
毎年 10 前後の連絡会が設立されている，と説明している 2)。 
今回の調査では「1986 年以前の発足」と回答した連絡会（68 件）のうち，1987 年調査
に掲載されていなかったものが 29 件あった。質問紙調査では 100％の回収率は望めない








は，1987 年調査で報告された「毎年 10 件」よりも多くの文庫連絡会が生まれていたこと
が予想される。仮に倍の 20 件を毎年の文庫連絡会の発足数の目安と考えてみる。今回の
調査では 1975 年から 1984 年を設立年とする連絡会は 50 件，平均すると年 5 件である。
























これは B 節で述べた，文庫連絡会の変質，変容を反映した現在の連絡会の姿といえる。 
2000 年以降に発足した文庫連絡会については，D 節で改めて述べる。 
3.3 組織：規約・役員など 
連絡会には組織としての運営のための規約や役員（世話人）が必要である。回答では 88
の連絡会のうち規約が「ある」ものは 78 件（「なし」9，未記入 1），役員（世話人）が「い














が「年間 12 回」が最も多く（20 件），月例会として位置づけている。運営会と月例会を併








学習会を開催している連絡会は 78 件だった（「なし」8 件，未記入 2 件）（第 2 表）。開




















手になることもあった。回答では「行事をしている」は 54 件，「していない」28 件，未記
入 6 件だった。連絡会の行事は文庫よりも規模が大きく，イベント性が高くなる。文庫連
1-5 6-10 11-20 21以上 不定期 未記入
会合 87 26 16 39 4 1 1 0 1
学習会 78 32 24 13 5 0 4 8 2





























いて 4 年かけて調査を行い，35 周年誌として刊行した文庫調査報告書である。長年の活動
の総括ともいえる内容で，各文庫の様子を写真とともに紹介している。 
『地域文庫：その広がりと深まり：40 周年記念誌（1999～2010）』37)（2010.3）は，練


































































「福島市子どもと本を結ぶ会」は，団体会員数は 4 件（うち地域文庫 3 件），個人会員数
は約 20 人という回答だった。「砺波市立図書館友の会」は，団体会員数は 9 件（うち文庫















































































は，2009 年に発足 40 周年を迎え，2017 年現在も活動を続けている。ここでは『ねりまの
文庫：40 年のあゆみ』7)，『地域文庫その広がりと深まり：40 周年記念誌（1999～2010）』








てに要望書を出すようになった。2010 年は練馬区内の小学校 65 校のうち，学校開放図書






活動をしている。2010 年 5 月現在の会員数は，団体 44（うち，文庫 21，学校開放図書館










庫+休庫 3）。発足 35 周年の節目に完成した文庫調査報告書は，2010 年当時に活動してい
る文庫だけでなく，発足から調査時までに入会した 110 文庫のうち 94 文庫の情報を載せ
ている。発足年をみると，1970 年代（46 文庫）と 1980 年代（27 文庫）に発足した文庫



































































13）汐﨑順子．日本の公立図書館の発展期と児童サービス：1963 年から 1970 年を中





































は 1979 年発足，大津市文庫連絡会は 1983 年発足など）。  
























の 40 年．親子読書地域文庫全国連絡会，2012，p.5-8. 

























34）1987 年調査でも，ICBA は対象外となっている。 
35）京都子ども文庫家庭文庫連絡会．“京都家庭文庫地域文庫連絡会 2005 から 2016 
までの活動報告と京庫連だより”. 
hp: http://kyokoren05.vivian.jp/bunko/index.html（入手 2010.10.30/2019.01.13）
なお、所属の文庫数はアンケート回答では 49 だったが HP では「2010.4.1 現在 47
文庫」となっている。ここではアンケートの回答を反映した。 
なお，2017 年度以降の活動については 









*2009 年に練馬文庫連は，40 周年記念事業として，『ねりまの文庫：40 年のあゆみ』









第 1 図：文庫連絡会の役割・位置づけ・・・・・141 
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野区に独立新館を完成・移転し，2010 年に公益財団法人となった（第 1 図）。 
 
 


































































































































石井は 1907 年 3 月 10 日に埼玉県に生まれた。比較的裕福で教育に理解がある家庭に育
ち, 1924 年に日本女子大学に進学した。大学を卒業後は，1930 年に文藝春秋社に採用さ








石井は 1955 年 9 月に帰国した後は，翻訳や創作など出版関係の仕事を核におきつつ，
以下にあげるような子どもの本と読書に関するさまざまな活動に取り組んだ。まず 1955
年に共通の興味を持つ仲間を集め，子どもと本についての勉強会「子どもの本研究会」を





沢小学校で，4 年生 1 クラスの子どもに定期的に読み聞かせを始め，同時期に並行して東
京で文庫の活動にも取り組んだ。1957 年 8 月には村岡花子らと家庭文庫研究会を設立し，
翌 1958 年 3 月，杉並区荻窪の自宅にかつら文庫を開いた。1965 年には，このかつら文庫












































1.2 「子どもの本」との出会い 1：子ども時代の読書経験とその影響 



















子どもたちよ 子ども時代を しっかりと たのしんでください。おとなになってか













































































































































て 1942 年に『プー横丁にたった家』を翻訳出版した 23)。1943 年には最初の創作『ノン





















































































もの本』第Ⅰ期 24 冊の編集を済ませ，1954 年 5 月に退社した（石井はこの 24 冊中，9 冊
の翻訳と 2 冊の執筆を担当した）。 
1.5 「図書館」との出会い 2：出版と子どもの本 

































どについて明確な記録は残っていない。しかし石井が 1949 年 1 月に米国のバーサ・マホ




























for the young. A guide for parents and children』（1882）で，米国の児童図書館員，キャ
ロライン・M・ヒューインズ（Caroline M.Hewins）が図書館員と父母のために作成した
ブックリストである 41)。実際に石井が入手したのは，1904 年に増補改訂されたもので，
40 ページほどの小冊子だった。石井はそこにあげられている本が，発行から 50 年経った
当時でも子ども達に読み継がれているものばかりであることに驚き，その基準の高さ ,
ヒューインズの確かな選書眼に敬服する。もう一つは『Beaux Livres, Belle Histoires』
（1950）  である。こちらはフランスの児童図書館員，マルゲリット・グルーニィ
（Marguerite Gruny）とマティルド・レリシュ（Mathilde Leriche）がパリの児童図書館，






ミラー夫人だった。ミラー夫人は 1916 年にボストンで初めての子どもの本の専門店，The 
Bookshop for Boys and Girls を開き，1924 年には共同経営者のエリナー・ホィットニー
（Elinor Whitney）と子どもの本の書評誌，“The Horn Book Magazine”を創刊した。石
井は戦前に偶然，教文館書店でミラー夫人が編纂した “Realms of gold in children’s book”
(1929)と“Five years of children’s books”(1936)を手にした。前者は 800 ページにわたる













1 月からは 3 か月間ピッツバーグのカーネギー図書館学校でエリザベス・ネズビット
（Elizabeth Nesbit）の「児童文学」の集中講義も受けた。6 月にはヨーロッパに渡りドイ























ては，次の第 2 項で具体的に述べる。 
 
2．「出版」と「図書館」を結びつける新たな取り組み 














せと文庫活動」である（2.3）。石井は 1956 年から 2 年間，宮城県の鶯沢小学校で 5 年生


































































































































































































み聞かせを 2 年間続けると，子ども達は 2 時間の話を続けて聞くことができるようになっ
た 34)。石井は 5 年生と過ごしたこの 2 年間に，どういう話が子どもにとって面白いのか，
どういう話であれば長い時間飽きずに彼らを惹きつけることができるのかを，実践的に学




















石井は家庭文庫研究会を結成した(第Ⅱ章 B 節参照)1957 年の年末に杉並区荻窪の自宅


















































研究集会」を開催した。1959 年 11 月に岡山県金光図書館で開かれた「第一回児童に対す
る図書館奉仕全国研究集会」では，石井桃子が基調講演者として招かれて講演を行い，子
どもの本が成り立つ条件として，児童図書館員が必要かつ重要であることを述べた 46)。 








期は帰国直後から 1960 年代後半までである。 
2.5 子どもにとっての読書の大切さを伝える：『子どもの図書館』の出版 
【『子どもの読書の導きかた』と『子どもの図書館』】 


























































































































































71)を中心とする文献類，2017 年（1 月 6 日）に実施した松岡へのインタビューの内容 72)な
どから史的事実を整理して述べる。 





神戸女学院大学卒業後は東京に転居し，1958 年に慶應義塾大学図書館学科に第 8 期生
として入学した。1960 年 3 月に慶應を卒業した後，1961 年に米国に留学してウェスタン・
ミシガン大学大学院で児童サービスを中心に図書館学を学び，1 年間で学位を修めた。そ
の後，1962 年 9 月から 1 年間ボルティモア市立イーノック・プラット公共図書館で児童
図書館員として働いた。その時の経験は以降，松岡が取り組む図書館活動の基盤となった。 
松岡は 1963 年に帰国し，翌 1964 年に大阪市立中央図書館の小中学生室に職を得たが，
2 年後の 1966 年に退職して東京に戻った。大阪での児童図書館員時代には，子どもの本
の翻訳も始めた。大阪から帰郷した翌年（1967 年），松岡は自宅に松の実文庫を開いた。
4 年後の 1971 年に石井の発案を受けて「東京子ども図書館設立準備委員会」を発足し，



























































































































































のレファレンス部門出身だったことが幸いし，松岡は 1962 年 9 月からメリーランド州ボ
ルティモア市立イーノック・プラット公共図書館の児童図書館員として採用された 81)。学




























































1933 年に卒業し，同年 6 月に大阪市立清水谷図書館の臨時出納手となった。翌 7 月には，
西野田図書館雇に，1937 年には大阪市立御蔵図書館主任となった。終戦後の 1947 年 12
月，西藤は大阪 CIE 図書館の設置準備のための司書兼通訳，日本側チーフに配属される。
大阪 CIE 図書館は 1948 年 1 月に開館し，西藤は 11 月に教育委員会主事，翌 1949 年に社
会教育課文化係長となった。この時期大阪市では学校司書の専門職制が確立し，公立図書
館との人事交流の道筋も作られた。西藤は 1949 年に『小・中・高等學校における圖書館

































われた。開館当初は，鉄筋コンクリート造り地上 3 階地下 1 階（部分）で延 2,076 坪の規
模の建物で，小中学生室は 2 階東南の 65.8 坪を占め，100 名の席数，完全開架 6,500 冊の
蔵書数だった。 
具体的に松岡が就職した頃の日本の公立図書館の状況と，大阪市立中央図書館を比較し
てみる。1964 年の公共図書館集計では全国市区町村立図書館 660 館のうち児童室を有す
る図書館は 229 館で，児童室の設置率は 34.7％である 90)。翌 1965 年に実施された調査
「日本の児童図書館」は，児童室を有する 301 館（私立を含む）の座席数，蔵書冊数を掲
載している。ここでは県立，市町村立，私立全体の数字をみるが，回答館 301 館中，5,000
冊以上の蔵書を持つ図書館は 72 館（市区町村町立 51 館），100 席以上の座席数を有する










































新しなくてはならず，登録できるのは小学 3 年生以上の子どもで，貸出冊数は 1 人 1 冊
だった。小中学生室と一般の貸出票は別扱いであり，大人は貸出の対象外だった。6 月に






































































番大切な book selection という機能を自ら放棄するような今の選定事業の在り方は，ほん
とうに納得できません”71)と訴えている(1964.8.1 付の手紙)。 


































































































「おはなしの時間（Story Hour）」がある。1964 年 11 月から松岡は，週に１回のペース
で「おはなしの時間」を始めた 71)。この企画は 3 月までという限定だったが，多くの子ど
もが集まった。好評だったこの企画は翌 1965 年 11 月から第 2 回が開催され，最終回（1966






















































































































































































































































1.  東京子ども図書館の設立 
1.1 東京子ども図書館設立準備委員会の発足 
【準備委員会が目指したもの】 
































その他，将来の活動に備えて竹中と西尾が 1971 年 10 月 25 日から 12 月 26 日まで米国



























1974 年 1 月，設立準備委員会は，松岡を設立代表者として東京都教育委員会に東京子



























































































































































































































方の変化がみられるのは 1990 年代の半ばである。 











































































































の記述がない。6 冊のうち『シナの五にんきょうだい』以外の 5 冊は現在も福音館書
店から出版されているが，当初表題紙や奥付にあった「家庭文庫研究会」、「THE 





























い”,引用文献 6 では“五歳”と述べている。 
9）中川李枝子[ほか]編．石井桃子のことば．新潮社，2014，123p. 




*『石井桃子集 4』として 1998 年に岩波書店から再刊 
**同書名で 2002 年に福音館書店から再刊（福音館文庫） 
12）石井桃子．なつかしい「児童文庫」．学校図書館．1954，no.42，p.26-27. 
*再掲：石井桃子集７：エッセイ集．石井桃子著．岩波書店，1999，p.21-23. 
ここでは初出：学校図書館．1954 年 5 月とあるが，当該の記事がみつらなかった。 
13）石井桃子．子どもと読書．図書．1965，no.192，p.2-16. 


















23）『熊のプーさん』は 1940 年に，『プー横丁にたった家』は 1942 年に岩波書店から翻
訳出版された。戦時中にもかかわらず初版（五千部）がすぐに売り切れたという（引



































































*初出：女子青年会．1941 年 5 月，基督教女子青年会日本同盟（現物未確認） 
38）Ishii，Momoko. American children’s books in Japan. The Horn Book Magazine. 
1949，vol.31，no.4，p.259-264. 
*石井がバーサ・マホニ ・ーミラ－に送った手紙（1949.1.19 と 1979.3.16）を The Horn 
Book Magazine に掲載したもの。この手紙をきっかけにミラー夫人と石井の交流が始









まず 1882 年に出版された Hewins のリストを“A Booklist for Boys and Girls”と述
べているがこれは“Books for the young. A guide for parents and children”Caroline 




されたのは “Books for boys and girls; a selected list”. comp. by Caroline M. Hewins 
2d ed., rev. Boston : A. L. A. Publishing Board, 1904. 56 p., 1 l., 20 cm. A. L. A. 
annotated lists だった。石井の記述からは手にしたのは Books for boys and girls; a 
selected list.と思われる。 






































・ 鈴木普一は会の発足について 1956 年に石井桃子とミュンヘンの国際児童図書
館に送る雛人形の発送を終えた帰り，雑談の中で話が盛り上がって石井が提案
したとある（引用文献 45）。 
・ 松居直は 1956 年の 5 月頃から ISUMI 会を始めた,としている（松居直．翻訳
絵本と海外児童文学との出会い．ミネルヴァ書房，2014，260,13p.（シリーズ・
松居直の世界③）のｐ.1.）。 







































































に CIE 図書館の推薦により 1 期生として入学。石井らと知り合う。 1953 年卒
業（助手として同大勤務）。この年に児童図書館研究会を発足。翌 1954 年 フ
ルブライト奨学金を得て渡米。オハイオ州ウェスタンリザーブ大学大学院に学
























＊原書は The Unreluctant Years: A Critical Approach to Children's Literature. 
American Library Association. 1953. 


















本編 49 分（ドキュメンタリ－映画）中の松岡の発言より。 
57）『私たちの選んだ子どもの本』は以下の 7 冊が出版された。うち①～④は子どもの本
研究会発行，⑤と⑥は東京子ども図書館からの発行。 
① 『私たちの選んだ子どもの本：～昭和 41 年 6 月』S41.12.15(大田区蒲田 2-19-
11) 
② 『私たちの選んだ子どもの本：昭和 41 年 7 月～昭和 42 年 11 月』S43.3.10(同
上) 
③ 『私たちの選んだ子どもの本：昭和 42 年 12 月～昭和 44 年 3 月』1969.8 
以上は冊子体 
④ 『私たちの選んだ子どもの本：～昭和 46 年 3 月』1973（S48.）2.1 改訂版  
⑤ 『新版 私たちの選んだ子どもの本』1978（S53）11.15 東京子ども図書館 
⑥ 『私たちの選んだ子どもの本』1991.4 東京子ども図書館 
*東京子ども図書館はこれ位以降，別形態，タイトルでブックリストを編集，発行 
⑦ 『子どもの本のリスト：「こどもとしょかん」新刊あんない 1990～2001 セレ
クション』 2004 
⑧ 『絵本の庭へ：児童図書館基本蔵書目録 1』 2012 
⑨ 『今，この本を子どもの手に』 2015 









































インは 1989 年、山下新日本汽船とジャパンラインが合併したもの。1911 年（山下汽
船合名会社）→1917（山下汽船株式会社，本店は神戸）。設立者：山下亀三郎。山下は







74）図書館サポートフォーラム．“巻頭特集 第 8 回図書館サポートフォーラム賞受賞





館（大倉山公園内）と推察される。この図書館は，大正 10 年 11 月に開館したが，1995
年の阪神大震災で損壊して建て替えられた（2 号館，安井建設設計事務所）。1981 年
















77）松岡へのインタビューより，神戸女学院大学が所蔵している A critical history of 
children's literature : a survey of children's books in English from earliest times 
to the present prepared in four parts. under the editorship of Cornelia Meigs by 
Cornelia Meigs [et al.] . decorations by Vera Bock. Macmillan, 1953. xxiv, 624 p. 





80）Cory 氏の経歴については，The New York Public Library. Archives & Manuscripts  
“John Mackenzie Cory records”. http://archives.nypl.org/nypla/5564#bioghist-
（入手 2017.03.03/2019.01.13） 
に以下の記載がある。 
John Mackenzie Cory was Chief of the Circulation Department (renamed the 





was appointed Deputy Director of The New York Public Library in 1963, and 
served as Director from 1971-1978. 
ここからは，Cory 氏が NYPL に在職中に 1 年だけ来日して慶應で教えたというこ
とが分かる。 
*インタビューで松岡は，Cory 氏から公立図書館について，学校図書館については





81）松岡は就職時には 2 単位が未取得だったが，職場から許可を得て John’s Hopkin 大学
に通い単位を取得した。もともと英語の読み書き能力は高かったので，授業の内容に
ついていけないことはほとんどなかったが，「読む速さが違う」というハンディはあっ

















②大阪 CIE 図書館開設準備に関わった年について：尾原は 1956 年，西藤自身は（文
献 84）は 1957 年と書いている。大阪 CIE 図書館の開設年も確認して 1957 年が正し
いと判断した。 
85）西藤寿太郎．小・中・高等學校における圖書館活動の指導．綜文館，1949，61p.（日

























































バーになったのは 1972 年 7 月から，須藤（松の実文庫のおねえさん，当時はまだ学




















約 400 冊購入），寄贈図書（主として英文の研究書）の整理 
研究活動：書評の研究，各勉強会，お話の勉強会など 
対外活動；イ）お話の会，ロ）講演・講座など，ハ）オープンハウス 
出版：松岡享子著『えほんのせかいこどものせかい』出版（Ａ6 版，初版 3,000 部， 
頒価 1200 円），『お話のリスト』出版の計画（原稿作成）。 
文庫活動：4 つの家庭文庫での活動 
以下を参照 
東京子ども図書館設立準備委員会．1971 年度年次報告：1971 年 10 月１日から 1972
年 3 月 31 日まで．東京子ども図書館設立準備委員会，1972，10p. 
東京子ども図書館設立準備委員会．1972 年度年次報告：1972 年 4 月１日から 1973
年 3 月 31 日まで．東京子ども図書館設立準備委員会，1973，12p. 
102）東京子ども図書館が設立準備委員会時代に始めた事業（現在も何らかの形で継続） 
1）出版活動…1972：『えほんのせかい こどものせかい』（松岡享子著）とたのしいお























献 74 を参照。 
111）松岡享子．「民」としての文庫の役割．大阪国際字度文学館を育てる会会報．2006，
no.85，p.1. 


























































もへの読書の取り組みが大規模に展開されるようになった。「子ども読書年」の 5 月 5 日
（子どもの日）に，上野に国際子ども図書館が国立国会図書館の支部図書館として開館し




月末日現在の策定率は都道府県では 100％（平成 18 年度末までに全都道府県において策
定済），市町村では 75.3％（1,261 市町村）である 8)。 
公立図書館の状況をみると 2017 年 4 月 1 日現在の図書館数は，県立 58 館（自治体の設
置率 100％），市区立 2,598 館（同 98.9％），町村立 617 館（同 56.3％）である 9)。これら
都道府県及び市区町村立図書館には児童書が置かれ，児童サービスは当然・必然のものと
なっている。日本で最初に公立図書館の全国調査が行われた 1953 年は調査に多少不備な
点はあったものの，図書館の総数は 628 館，うち児童サービスを実施している館は 181 館
という状況だった 10)。現在もなお町村立図書館設置率は低く，必要十分とまではいえない
が，公立図書館は一定の水準まで発展，普及したとみなせるだろう。 
学校図書館については 1953 年に制定された学校図書館法が 1997 年に改正され，司書





る「朝の読書」の急速な広がりはその代表的なものとしてあげられる。2017 年 12 月 3 日
現在，何らかの形で「朝の読書」を実施している学校（小学校，中学校，高校）は約 27,000




ど子どもの読書推進活動を行う実演グループの数は 2013 年は 7,09013)で 1998 年の






















































陸前高田市は，2011 年 3 月 11 日の東日本大震災により壊滅的な被害を受けた。市中心
部にあった市立図書館は津波で全壊，8 万冊の全蔵書が流出し，7 人の図書館員全員が亡
くなった 16)。移動図書館車も流され，図書館機能を全て失った。図書館の被害総額は 2 億
636 万円と見積もられている 17)。 
【市の復興計画と図書館】 
2013 年 6 月，陸前高田市は平成 23 年度から平成 30 年度までの震災復興計画主要事業
ロードマップを公表した。前半 3 年間を復興基盤整備期，後半 5 年間を復興展開期とする
町づくりの事業計画案である。図書館再建は「市民の暮らしが安定したまちづくり」中の
社会教育，文化行政再構築事業の一つだが，用地調整が平成 24 年度下半期，建設工事着手
は平成 28 年度，目標達成予定は平成 30 年度中と，復興計画中，最も着手と目標達成期が
遅かった 18),19)。 
【市立図書館の活動再開】 
震災直後の 2011 年 4 月，滋賀県の東近江市から移動図書館車「やまびこ号」と図書約
5，000 冊（児童書 3,500 冊，一般書 1,500 冊が市に寄贈された。このやまびこ号により市
立図書館の活動が 7 月に再開し，市内 21 カ所を巡回した。翌 2012 年 3 月には，公益財団
法人図書館振興財団からの支援でプレハブ 2 階建て 68 ㎡の仮設図書館を竹駒コミュニ
ティセンター敷地内に建設し，登録業務を開始した。当時の職員数は 7 名（正職員 1 名，
嘱託職員 3 名，臨時職員 3 名），2014 年 8 月現在，職員数は 11 名となった（正職員 1 名，






























日曜日と祝日の 10 時から 16 時，水曜日 13 時から 18 時に開館，開設時約 2,000 冊だっ
た蔵書は，2014 年には約 3,200 冊となった 20)。 
【ちいさいおうち】 
にじのライブラリーの開館直後の 11 月 25 日，竹駒コミュニティセンター敷地内にト
レーラーハウスの「ちいさいおうち」も開館した。建設資金の提供者は特定非営利活動法
人ジャパン・プラットフォームと公益財団法人東日本大震災復興支援財団だが，設立の中
心は盛岡の NPO 法人うれし野子ども図書室で，正式名称は「NPO うれし野子ども図書室
分館・陸前高田こども図書館・ちいさいおうち」である。 
ここでは，公益財団法人東京子ども図書館が，2011 年 7 月から開始した被災地支援プロ
ジェクト「3．11 からの出発」の一つとして，ちいさいおうちの事業支援を位置づけ，全
面的に支援した。開館当初は約 2,500 冊だった蔵書は 2014 年 7 月には，4,200 冊を超え
た 7)。専任職員 2 名が配置され，うち一名は東京子ども図書館の職員，一名は陸前高田市
の臨時職員であった。開館日は火，水，金，土，日曜日の週 5 日，開館時間は 10 時から
17 時までで，子どもを対象にサービスを行った 16)。 
【陸前高田コミュニティ図書室】 








活動の一拠点にも位置づけた。60 坪の木造平屋中，図書室のスペースは 20 坪，開設当初























「ゆめプロジェクト」は，2007 年 7 月に設立し，古本の購入販売を手掛けるバリュー
ブックスが行う社会事業「ブックスフォージャパン」の一つであり，寄贈された書籍を査



























おすために，本と，本にかかわるいろいろな活動” 25)を行うことを目的として 2011 年 5 月
に立ち上げられた。呼びかけ団体は，一般社団法人日本国際児童図書評議会（JBBY：
Japanese Board On Books For Young People），一般財団法人日本出版クラブ（JPC：Japan 
Publishers Club），一般財団法人出版文化産業振興財団（JPIC: Japan Publishing 


























すぐには活動を始めなかった。賛助会員には 2011 年 4 月に，まず現地訪問をしてどのよ
うな活動が望まれているのか，何が可能かを探ることを始める，と説明し，その後に寄付










ス，書架などを特注し，開館当初に揃えた約 2,500 冊のうち，約 1,500 冊を東京子ども図
書館が選書した。さらに地元在住の吉田香織を専任の司書として雇用し，開館前に研修を
行った 27), 28)。 
4.4 陸前高田コミュニティ図書室：二つの仏教系ＮＧＯの連携協力 


















2017 年 7 月 20 日に陸前高田市立図書館の新図書館が中心市街地にある大型商業施設と
併設の形で開館した（仮設の旧市立図書館は 2017 年 6 月 30 日に閉館）。三つの文庫は市
立図書館に統合されなかったが，そこで消滅したたわけではない（2018.2 現在）32)。 
ちいさいおうちは，竹駒コミュニティセンター敷地内で活動を続けた。2017 年度いっぱ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1）汐﨑順子．日本の公立図書館の発展期と児童サービス：1963 年から 1970 年を中心

















































19）陸前高田市立図書館の図書館は 2017（平成 29）年 7 月 20 日に市の中心市街地の
型商業施設に併設される形で開館した。所蔵資料は図書約 6 万 5,000 冊，AV 資料
（DD・DVD 等）約 4,500 点となっている。竹駒にあった仮設図書館は 2017 年 6
月 30 日に閉館したが，7 月 14 日まで貸出カードの事前登録の受付を行なった。 
カレントアウェアネス・ポータル．“陸前高田市立図書館（岩手県）、新図書館がオー
プン”Posted 2017 年 7 月 20 日 
http://current.ndl.go.jp/node/34392（入手 2018.02.01/2019.01.13） 










23）ITALIANS FOR TOHOKU 2011 年 4 月 19 日． 





















井）香織は，陸前高田市立図書館の開館後，2017 年 11 月から大船渡市立図書館の
司書になった。 
33）高橋への聞き取り調査の後，陸前高田コミュニティ図書室は，2011 年 8 月 10 日
から NPO 法人「りく前たがだ八起プロジェクト」が運営していることが分かった。
2018 年 5 月現在，週 3～5 日（10：00～16：00）開室。 
陸前高田コミュニティ図書室．“Facebook”https://ja-jp.facebook.com/陸前高田コ
ミュニティー図書室-1387298524717622/（入手 2018.05.07） 
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内容：対象者（50 音順），日時，実施場所  
・ 犬飼明子（はちの子文庫主宰者）・犬飼美栄子（プーさん図書館事務局） 
2011 年 9 月 24 日，岡山県吉備市（犬飼自宅：はちのこ文庫） 
＊ プーさん文庫，プーさん図書館および運営者への訪問調査も 2011 年 9 月 24 日に
実施 
・ 唐井永津子（汐見台文庫創設時の運営者） 
2009 年 6 月 20 日，横浜市磯子区（唐井自宅） 
・ 岸田節子（かつら文庫初代おねえさん，東京子ども図書館関係者） 
2017 年 1 月 20 日，東京都大田区（岸田自宅） 
・ 木下揚三・木下陽子（鉄ン子文庫創設者） 
2011 年 5 月 13 日（北海道室蘭市：鉄ン子文庫(幕西分室） 
＊ 鉄ン子文庫各分室および運営者(鉄ン子文庫元代表者川村孝枝ほか)への訪問調査
を 2011 年 5 月 13～14 日に実施。 
・ 實井美知江（荒井さくらんぼ文庫主宰者） 
2016 年 12 月 3 日，宮城県仙台市（實井自宅：荒井さくらんぼ文庫） 
・ 鈴木恭子（汐見台文庫運営者） 
2009 年 8 月 29 日，神奈川県磯子区（汐見台文庫） 
＊ この後，汐見台文庫および運営者への追加訪問調査を 2014 年 8 月 6 日に実施 
・ 鈴木陽子（汐見台文庫創設時の運営者） 
2009 年 8 月 26 日，神奈川県磯子区（喫茶店） 
・ 徳永明子（ムーシカ文庫運営者） 
2015 年 4 月 7 日，東京都千代田区（KKR ホテル東京） 
・ 高橋更苗（ちいさいおうち運営者） 
2018 年 2 月 16 日，岩手県陸前高田市（NPO 法人うれし野子ども図書室分館・陸前
高田こども図書館・ちいさいおうち） 
＊ 陸前高田市の NPO 法人うれし野子ども図書室分館・陸前高田こども図書館・ちい
さいおうち，にじのライブラリー，陸前高田コミュニティ図書室，陸前高田市立図
書館および各運営者への訪問調査はこのほか 2013 年 8 月 30～31 日，2014 年 8
月 30 日～31 日に実施。 
・ 松尾福子（まつお文庫主宰者） 
2012 年 3 月 20～21 日，2013 年 8 月 28～29 日，2014 年 9 月 1 日，宮城県仙台市
（松尾自宅：まつお文庫） 
・ 松岡享子（松の実文庫主宰者，東京子ども図書館創設時メンバー，現名誉理事） 








①文庫への質問紙調査記録用紙（8ｐ）2010 年 5 月～発送 
②文庫連絡会への質問紙調査記録用紙（8ｐ） 2010 年 3 月～発送 
 
 
2010 汐﨑順子  
~ １ ~ 
   
   


















所在地                                                
                                                                 








□個人の家、敷地内             記入例：「居間を開放している」、「敷地内に専用のプレハブがある」など 





  ➥その場所はどこですか？ 
□公民館  □公民館以外の公の施設（          ）□児童館  □学校  □教会・寺社  
□町内会・自治会などの施設(集会所など)   □マンション・団地などの施設(集会所など) 
□その他（                            ） 
   
  ➥使用料はかかりますか？ 
□かかる □かからない           













                
都道府県            市区町村＊ 
＊市区町村は、該当するものを○で囲んでください 
 




□西暦                  年 
文庫へのアンケート調査・記入用紙 
・ ・ 付録 2_① 
 
2010 汐﨑順子  




1. あなたは文庫の活動に何年ぐらい携わっていますか？ 現在の役割(立場)は何ですか？ 
 
          ➥文庫での役割(立場)は何ですか？ 
□主宰者  □代表者・事務局  □世話人  □その他（         ） 
 
























































約                
 年 
2010 汐﨑順子  









 月 火 水 木 金 土 日 
 
時間 
：   
～  
： 
：   
～  
： 
：   
～  
： 
：   
～  
： 
：   
～  
： 
：   
～  
： 
：   
～  
： 
                                   
□毎月             *具体的にお書きください。 











□個人  □有志のグループ  □町内会・自治会  □PTA   □子ども会  □宗教団体 
□NPO   □その他（                               ） 





                
➥内訳をお書きください  
＊以下はわかる範囲で結構です（女性の人数を上の欄に、男性の人数を下の欄にお書きください）。 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 
女性 人 人 人 人 人 人 人 








                
人 
                
日 
2010 汐﨑順子  





□1～10人  □11～20人  □21～50人  □51～100人  □101～200人 
□201～300人  □301～500人  □501人以上 
 
➥内訳をお書きください ＊わかる範囲で結構です（高校生より上は「大人」にしてください）。 
0～3歳 4～6歳 小 1・2年 小 3・4年 小 5・6年 中学生 高校生 大人 







  ➥その条件は何ですか？ 
*該当するもの全てを選び、具体的な内容をお書きください。 
□年齢                                 記入例：「○歳以上」など 
 
 




















➥1人 1回につき        
 
 
                     の貸出 
 
              
円 
□月額 
□年額        円 
 
                
冊 
□日間 
□週間       
 
2010 汐﨑順子  




子どもの本                    子どもの本以外 
1年間に                        １年間に 












子どもの本                    子どもの本以外                     
 
   
 
2. 文庫に置いている本の内訳についてお書きください 
  *わかる範囲で結構です。貸出者・寄贈者などは差しさわりのない範囲でお書きください。 
購入 
個人の資金・会費などで買った本                 約    割 
助成金などで買った本（助成者：                                   ） 約    割 
借用 
図書館から団体貸出などで借りた本（図書館名：                        ） 約    割 
図書館以外から借りた本（貸出者：                                 ） 約    割 






  ➥                                       




□文庫側で自由に選ぶ  □図書館側ですでに用意している団体貸出用のセットを借りる 
□図書館の職員と相談して一緒に選ぶ  □その他（                  ） 
 
 
4. 文庫に置く本を選ぶ時、参考にしていることは何ですか？ ・・・主なものを 3つまで選んでください 
 
□文庫の運営に携わっている人の意見  □仲間同志の情報交換・推薦  □図書館員の助言 
□子どもの要求  □本のテーマ・内容  □ブックリスト（               ） 
□書評や新刊案内 □その他（                               ） 
約               
冊 
約              
冊 
           
冊 
             
ケ月 
約               
冊 
約              
冊 
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□している  □していない 
 ➥その内容は何ですか？  
＊該当するものを全て選んでください。 
□おはなし  □読み聞かせ  □ブックトーク  □手遊びやわらべ唄   





□している  □していない 
 ➥その内容は何ですか？  
＊該当するものを全て選び、催し物では頻度(回数)をお書きください。 
□クリスマス会  □七夕会  □ひなまつり会  □人形劇(年に  回程度)  
□映画会(年に  回程度)  □遠足や野外活動(年に  回程度)   










□している  □していない 
➥出かける場所・頻度・内容はどうですか？ ＊該当するものを全て選び、頻度・内容もお書きください。 
□幼稚園・保育園（月/年に   回程度 内容：                      ） 
□小学校（月/年に   回程度 内容：                          ） 
□中学校（月/年に   回程度 内容：                          ） 
□図書館（月/年に   回程度 内容：                          ） 
□児童館（月/年に   回程度 内容：                          ） 
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□自主的な内部の勉強会・学習会などの開催（                     ） 
□外部が開催している研修会・講習会などへの参加（                   ） 
□子どもの本・読書関係の講演会などへの参加（                    ）  














□親子読書・地域文庫全国連絡会  □東京子ども図書館  □日本国際児童図書評議会(JBBY)  
□日本子どもの本研究会  □児童図書館研究会  □日本図書館協会  □図書館問題研究会     





1. 文庫を運営する経費は 1年間にどのくらいかかりますか？ 
 
□～1万円  □～5万円  □～10万円  □～15万円  □～20万円  □～30万円 
□～40万円  □～50万円  □50万円以上  
➥そのうち本を購入する費用はどのくらいの割合ですか？ 




□①自費 □②会費 □③バザーや廃品回収 □④助成金や補助金(      から     円) 
□⑤寄付金（          )  □⑥その他(                  )  




   
                     
  
                   
 
約                
割 
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【施設について】・・・ □満足  □やや満足  □どちらでもない  □やや不満  □不満 
【資料について】・・・ □満足  □やや満足  □どちらでもない  □やや不満  □不満 
【職員について】・・・ □満足  □やや満足  □どちらでもない  □やや不満  □不満 
 




□文庫への援助や協力に関すること  □図書館の充実に関すること(施設・資料・職員など)   
□図書館の運営に関すること(委託・指定管理など)  □地域の読書環境に関すること 
□その他（                                  ） 
 
*「図書館・行政との関わり」について気づいたこと、気になっていることなどがあったらお書きください。  






























ご住所 〒       －       
     
                                                                     
              *ふりがな                                                      
～ご連絡先となる                               
主宰者（代表者）のお名前                                                    
 
Tel.                                        e-mail                              
2010.Shiozaki.１ 
回答用紙は 4 月 10 日までにご投函ください。 
文庫連絡会等へのアンケート用紙 
 

























　〒　     -
Tel：　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax：
























①(  )市区町村内， ②(  )都道府県内， ③（  )その他 
 
5. 現在の会員についてお書きください。（下の記入欄に数字を記入してください） 
◼ 加盟している団体数：（            ）団体 
■■  そのうちの文庫の数：（         ）文庫 
■■■  そのうちの「家庭文庫」★の数：（         ）文庫 
■■■  そのうちの「地域文庫」★★の数：（         ）文庫 





◼ 会には、規約が、①(  )ある， ②(  )ない 







①(  )会費を集めている（差支えなければ下の欄に金額をご記入ください） 
個人会費：年（      ）円， 団体会費：年（      ）円 
②(  )自治体などから補助金などをもらっている 
（差支えなければ下の欄に、補助金などの支給元と金額をご記入ください） 
（                    ）から年間（           ）円 
（                    ）から年間（           ）円 
（                    ）から年間（           ）円 













①(  )している， ②(  )していない 
＊①の「している」を選んだ場合は、具体的な回数、内容などをお書きください。 
   年（    ）回くらい 














①(  )している， ②(  )していない 
＊①の「している」を選んだ場合は、具体的な回数、内容などをお書きください。 
   年（    ）回くらい 
   内容： 
       










◼ 会報を、①(  )発行したことがある， ②(  )発行したことがない 
＊①の「発行したことがある」を選んだ場合は、題名と発行年をお書きください。 
（たくさんある場合は、主なものを５点以内でご記入ください） 
 題名：                  （発行年） 
  1.                                                                  
  2.                                                                  
  3.                                                                  
  4.                                                                  






①(  )行ったことがある， ②(  )行ったことはない 
＊①の「行ったことがある」を選んだ場合は、具体的な内容をお書きください。 
  内容： 
   



















①(  )ある， ②(  )ない 
＊の「ある」を選んだ場合は、具体的な内容をお書きください。 



















































①(  )協力する（送付先を知らせる）， ②(   )協力するが個々の送付先は知らせない（会が連絡






















































































No. 文庫名 主宰者のお名前 調査票の送付先（住所） 連絡先（Tel/Fax，E-mail）
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25
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27
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Tel/Fax：
E-mail:
28
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E-mail:
29
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30
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